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耐
震
化
に
向
け
て

総

務

建

設

総

務

建

設

■
８
月
８
日
開
催

大
中
地
区
（
第
一
工
区
）
基

幹
管
路
布
設
替
工
事

　

本
工
事
は
50
年
近
く
経
過

し
て
い
る
基
幹
管
路
（
管
径

500
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）
の
耐
震

化
を
進
め
る
工
事
で
あ
る
。

管
路
の
移
設
や
布
設
替
の
際

に
断
水
す
る
こ
と
な
く
、
ま

た
断
水
区
域
を
最
小
限
に
と

ど
め
て
短
時
間
で
行
い
、
水

の
流
れ
を
阻
害
す
る
こ
と
な

く
管
路
の
任
意
の
場
所
に
設

置
で
き
る
管
路
断
水
器
を
採

用
し
て
い
る
。

　

現
地
視
察
を
行
い
、
工
事

内
容
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
。

給
水
条
例
の
一
部
を
改
正

　

現
制
度
は
全
国
一
律
の
指

定
基
準
と
し
て
導
入
さ
れ
、

事
業
者
数
が
大
幅
に
増
加
し

た
が
、新
規
の
指
定
の
み
で
、

休
廃
止
な
ど
の
実
態
が
反
映

さ
れ
づ
ら
く
、
無
届
け
工
事

や
不
良
工
事
も
発
生
し
て
い

る
。
資
質
の
保
持
や
実
態
と

の
か
い
離
の
防
止
を
図
る
た

め
水
道
法
が
改
正
さ
れ
、
事

業
者
の
指
定
を
５
年
ご
と
の

更
新
制
と
し
不
適
格
業
者
は

排
除
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
る
。

　

更
新
制
の
導
入
に
伴
い
、

更
新
手
数
料
を
徴
収
す
る
。

【
主
な
質
疑
応
答
】

問　

現
在
播
磨
町
に
お
い
て

登
録
業
者
は
何
社
あ
る
の
か
。

答　

189
社
で
す
。

第
５
次
播
磨
町
行
政
改
革
大

綱
の
策
定

　

平
成
22
年
に
策
定
し
た
第

４
次
播
磨
町
行
政
改
革
大
綱

の
計
画
期
間
が
本
年
度
で
終

了
す
る
こ
と
か
ら
、
令
和
２

年
度
以
降
の
次
期
行
政
改
革

大
綱
を
策
定
す
る
。

　

行
政
改
革
の
必
要
性
を
説

明
す
る
も
の
と
し
て
、背
景
、

基
本
方
針
と
取
り
組
み
事
項
、

計
画
の
進
捗
管
理
、
計
画
の

公
表
の
４
つ
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
る
。

【
主
な
質
疑
応
答
】

問　

大
綱
策
定
後
、
一
年
経

過
し
不
具
合
が
出
た
場
合
は
、

軌
道
修
正
し
て
ニ
年
目
に
反

映
さ
せ
る
の
か
。

答　

大
綱
に
つ
い
て
は
、
基

▲大中地区の管路布設替工事を視察

本
的
に
そ
の
実
施
計
画
に
合

わ
せ
る
形
で
考
え
て
い
る
が
、

柔
軟
に
見
直
し
て
い
き
た
い
。

■
７
月
10
日
研
修

町
村
議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
「
自
治
へ
の
関
心
と
参
加
、

関
係
性
を
高
め
る
発
信
へ
」

の
講
義
を
受
け
、
３
分
科
会

に
分
か
れ
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
参

加
し
た
。

研
修
内
容

①
議
会
報
の
意
義
・
目
的
・

位
置
付
け
に
つ
い
て
。
住
民

参
加
が
前
提
で
、
関
心
度
の

高
い
情
報
提
供
な
ど
質
の
向

上
を
図
る
こ
と
。

②
議
会
だ
よ
り
の
内
容
は
住

民
目
線
で
あ
る
こ
と
。
論
点

を
整
理
し
、
読
み
や
す
い
紙

面
づ
く
り
に
努
め
る
こ
と
。

③
伝
わ
る
広
報
へ
の
編
集
ス

キ
ル
は
、
瞬
時
に
内
容
が
把

握
で
き
る
こ
と
が
重
要
。
見

出
し
・
写
真
・
記
事
の
絞
り

込
み
・
余
白
も
有
効
に
使
う
。

④
各
企
画
の
進
化
充
実
を
図

る
。
手
に
取
り
た
く
な
る
表

紙
・
議
案
と
議
事
の
公
開
・

住
民
登
場
企
画
な
ど
、
関
心

を
集
め
る
編
集
が
重
要
で
あ

る
。

■
７
月
11
日
視
察

滋
賀
県
竜
王
町
議
会

　

全
国
町
村
議
会
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
で
平
成
27
年
・
28
年

度
に
【
編
集
・
デ
ザ
イ
ン
部

門
賞
】【
表
紙
写
真
賞
】
を

受
賞
し
た
先
進
地
の
広
報
紙

作
り
を
視
察
研
修
し
た
。

視
察
内
容
・
編
集
方
針

　

情
報
公
開
の
徹
底
を
基
本

に
し
て
、「
伝
え
る
、伝
わ
る
、

つ
な
が
る
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、

町
民
（
次
世
代
を
担
う
中
学

生
に
も
）
に
伝
わ
る
広
報
を

目
指
し
、
文
章
は
分
か
り
や

す
く
、
正
確
・
簡
潔
に
、
記

事
は
公
平
・
中
立
・
客
観
的

に
町
民
の
声
を
反
映
さ
せ
て

い
る
。
原
稿
作
成
は
、企
画
、

レ
イ
ア
ウ
ト
、
写
真
撮
影
す

べ
て
を
委
員
が
行
う
。

読
者
に
伝
わ
る
議
会
報
を

厚

生

教

育

厚

生

教

育

広

報

公

聴

広

報

公

聴

■
７
月
29
日
開
催

学
校
給
食
施
設
整
備
計
画
の

変
更

　

南
小
学
校
の
親
子
給
食
施

設
は
、
令
和
２
年
度
に
補
助

金
交
付
を
受
け
繰
り
越
し
す

る
計
画
で
あ
っ
た
が
、
補
助

金
交
付
に
お
け
る
繰
り
越
し

要
件
に
合
致
し
な
い
こ
と
が

判
明
し
た
。
そ
の
た
め
、
令

和
３
年
度
に
補
助
金
交
付
申

請
し
、
令
和
４
年
４
月
に
供

用
を
開
始
す
る
こ
と
に
変
更

し
た
。

学
校
給
食
公
会
計
導
入
に
向

け
て
の
取
り
組
み
状
況

　

平
成
31
年
３
月
ま
で
各
校

で
給
食
費
管
理
台
帳
の
試
験

運
用
を
実
施
し
、
４
月
か
ら

本
格
運
用
に
入
っ
た
。
管
理

台
帳
は
、
滞
納
が
あ
っ
た
時

点
で
作
成
し
、
６
年
間
使
用

で
き
る
様
式
で
あ
る
。
今
後

は
、
学
校
給
食
会
で
の
債
権

放
棄
な
ど
に
関
す
る
対
応
や

公
会
計
シ
ス
テ
ム
構
築
な
ど

を
踏
ま
え
て
公
会
計
に
移
行

す
る
考
え
で
あ
る
。

広
報
紙
全
体
の
特
色

　

広
報
紙
は
い
か
に
手
に
取

っ
て
も
ら
え
る
か
が
重
要
で
、

人
物
の
写
真
を
多
用
す
る
。

ま
た
、
季
節
感
と
タ
イ
ム
リ

ー
さ
を
考
え
、
直
近
の
も
の

を
使
用
し
て
い
る
。

　

特
筆
す
べ
き
は
、写
真
班
・

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
班
・
委
員
会

記
事
班
と
固
定
化
さ
せ
、
同

じ
こ
と
の
繰
り
返
し
で
委
員

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し

て
い
る
点
で
あ
る
。

　

徹
底
し
た
住
民
目
線
で
子

ど
も
に
も
分
か
り
や
す
く
、

細
部
に
神
経
の
行
き
届
い
た

広
報
紙
づ
く
り
を
学
ん
だ
。

▲白熱の意見交換研修会

　委員会では議会閉会中も暮らしやすい町づくりに
向けて調査・研究をしています。
　なお、詳しい内容は播磨町議会ホームページの
委員会報告書をご覧ください。

学
校
給
食
施
設
整
備

【
主
な
質
疑
応
答
】

問　

給
食
費
徴
収
の
移
管
時

期
は
。

答　

早
く
て
も
令
和
３
年
度

が
最
短
に
な
る
と
考
え
て
い

る
。現
時
点
で
は
未
定
で
す
。

広
域
ご
み
処
理
事
業

　

高
砂
市
に
委
託
し
て
い
る

広
域
ご
み
処
理
事
業
の
東
播

臨
海
広
域
ご
み
処
理
連
絡
会

議
が
開
催
さ
れ
、
報
告
協
議

が
行
わ
れ
た
。

１　

施
設
整
備
・
運
営
事
業

は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
既

存
施
設
の
解
体
工
事
を
完
了
、

ま
た
新
施
設
の
建
設
工
事
に

着
手
。

２　

周
辺
道
路
整
備
事
業
は
、

工
事
区
間
の
道
路
舗
装
工
事

を
実
施
。

３　

施
設
周
辺
整
備
事
業
は
、

交
差
点
安
全
確
認
カ
メ
ラ
設

置
と
梅
ノ
井
井
戸
枠
の
移
設

工
事
を
実
施
。

平成30年度政務活動費の決算報告

会　派 議員名 交付額
（収入額）

支　　　出　　　額
返還額 主な支出内容

調査研究費 研修費 会議費 資料購入費 計

公 明 党 木村晴恵　大瀧金三 240,000 32172 0 0 3,102 35,274 204,726 先進地調査（10月）
書籍購入

新 政 会
神吉史久　奥田俊則

　河野照代　藤田 博
　松下嘉城

600,000 80,433 0 0 89,376 169,809 430,191 先進地調査（10月）
書籍購入

政 風 会 藤原秀策
　岡田千賀子 240,000 0 92,546 0 ,112,512 205,058 34,942 研修会参加（４月、10月、２月）

書籍購入

日本共産党 松岡光子　田中久子 240,000 0 178,736 0 49,953 228,689 11,311 研修会参加（４月、７月、11月）
書籍購入

無 所 属 小原健一 120,000 0 103,288 0 17,270 120,558 0
研修会参加（４月、７月、10月、
11月、２月）
書籍購入

無 所 属 宮宅 良 120,000 0 105,864 0 15,584 121,448 0 研修会参加（５月、６月、11月）
書籍購入

無 所 属 香田永明（７月〜３月） 90,000 16,086 0 0 0 16,086 73,914 先進地調査（10月）

＝代表者　　※平成30年度中の議員（代表者を含む）表記しています。※無所属議員も交付対象です。

　政務活動費は、同じような考えを持つ議員たちで構成する会派に対し、半期ごとに所属議員1人当たり月額1万円が交付され、その
使途は行財政に関する調査研究費、講演会参加などの研修費、会議費、そして図書購入などの資料購入費に限っています。収支報告書
への領収書の添付も義務付けられています。平成30年度は165万円交付し、75万5084円の返還がありました。

（単位：円）会派別の使途など


